
線         香     

 

線 香 の 国 内 需 要 は 、 年 毎 の 変 動 は あ る が 安 定 し て い

る 。 線 香 は 、 ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト や ホ ー ム セ ン タ ー な

ど で 販 売 さ れ て い る 普 及 品 と 、 百 貨 店 や 仏 具 店 で 販 売

さ れ て い る 中 高 級 品 と の 2 つ に 大 き く 分 か れ て い る 。

普 及 品 は 、 他 業 界 か ら の 参 入 も あ り 、 価 格 競 争 が 激 し

く 、 利 幅 の 確 保 が 難 し い た め 、 普 及 品 の 製 造 を 主 と す

る 業 者 の 収 益 は 悪 化 し て い る 。 一 方 、 中 高 級 品 は 、 商

品 銘 柄 を 指 定 し て 購 入 す る 顧 客 が 多 く 、 中 高 級 品 を 主

と す る 業 者 の 収 益 は 、 普 及 品 を 主 と す る 業 者 に 比 べ 良

い 。  

香 料 の 価 格 高 騰 か ら 、平 成 1 7 年 夏 に 中 高 級 品 は 値 上

げ を し た が 、 普 及 品 は 、 値 上 げ が で き ず 、 普 及 品 の 製

造 を 主 と す る 業 者 は 利 幅 を 縮 小 さ せ て い る 。  

各 業 者 は 、 利 幅 と 顧 客 の 拡 大 の た め 、 積 極 的 に 新 製

品 開 発 に 取 組 ん で い る 。  

業 界 の 概 要  

線 香 は 、 基 剤 に 香 料 を 練 り 込 み 、 押 し 出 し 機 で 線 状

に 成 形 し 、 乾 燥 さ せ て 造 ら れ る 。 基 剤 に は 、 杉 の 木 の

粉 と 、 楠 の 一 種 で あ る 椨 （ た ぶ ） の 木 の 粉 が 使 用 さ れ

る 。  

線 香 の 香 料 に は 、 天 然 の も の と 化 学 合 成 の も の が あ

り 、 天 然 の も の に は 、 沈 香 （ じ ん こ う ）、 白 檀 （ び ゃ く

だ ん ）、桂 皮 、丁 子 と い っ た 植 物 性 香 料 と 、麝 香（ じ ゃ

こ う ） と い っ た 動 物 性 香 料 が あ る 。 線 香 の 香 料 と し て

は 、 主 に 植 物 性 香 料 を 粉 末 に し た も の が 使 用 さ れ て い

る が 、 沈 香 や 白 檀 は 、 国 内 で 採 取 で き な い た め 、 東 南

ア ジ ア な ど の 国 々 か ら 輸 入 し て い る 。 こ れ ら の 香 料 の

ど れ を ど れ だ け 練 り 込 ん で い く の か に よ っ て 、 線 香 の



香 り が 決 ま る 。  

国 内 の 最 大 の 生 産 地 は 兵 庫 県 で 、 淡 路 島 に 工 場 が 集

積 し て お り 、平 成 1 5 年 工 業 統 計 表（ 品 目 編 ）に よ れ ば 、

全 国 出 荷 量 の 5 1 . 2 ％ を 占 め て い る 。兵 庫 県 以 外 の 主 な

生 産 地 と し て は 、 栃 木 県 、 京 都 府 、 そ れ に 大 阪 府 が あ

げ ら れ る 。  

線 香 の 需 要 は 、 業 者 へ の ヒ ア リ ン グ に よ る と 、 年 毎

の 変 動 は あ る も の の 安 定 し て い る 。 し か し 、 長 期 的 に

は 、 仏 事 離 れ や 人 口 減 少 か ら 需 要 は 減 少 し て い く と 予

想 し て い る 。  

大 阪 府 内 の 製 造  

平 成 1 5 年 に お け る 大 阪 府 の 線 香 製 造 業 は 、事 業 所 数

2 0、 製 造 品 出 荷 額 等 3 0 6 , 1 7 8 万 円 （ 大 阪 府 『 平 成 1 5

年 大 阪 の 工 業 』、 全 数 ） と な っ て い る 。  

大 阪 府 は 、昭 和 5 0 年 ま で 国 内 最 大 の 線 香 産 地 で 、5 6

年 に は 、大 阪 府 が 6 3 地 場 産 業 の う ち の 1 つ と し て 選 定 、

ま た 、 6 1 年 に は 、 大 阪 府 知 事 指 定 の 伝 統 工 芸 品 （ 堺 線

香 ） に 指 定 し て い る 。  

5 0 年 以 降 、 兵 庫 県 、 栃 木 県 の 生 産 量 が 増 加 し 、 1 5

年 現 在 で の 大 阪 府 の 全 国 シ ェ ア は 、 出 荷 量 で 5 . 5％ 、

出 荷 金 額 で 1 0 . 1％ と な っ て い る（ 経 済 産 業 省『 平 成 1 5

年 工 業 統 計 表 （ 品 目 編 ）』 従 業 者 4 人 以 上 ）。  

府 内 の 業 者 は 、ほ と ん ど が 従 業 者 5 0 人 以 下 の 中 小 零

細 規 模 で 、 主 に 堺 市 内 と 大 阪 市 内 に 立 地 し て い る 。 自

社 で 製 造 し て い る 業 者 が 多 い が 、 淡 路 島 な ど の 業 者 に

製 造 を 委 託 し 、 半 製 品 で 仕 入 れ 、 箱 詰 め し た の ち 、 自

社 の 商 品 銘 柄 で 販 売 す る 業 者 も あ る 。  

な お 、 工 業 統 計 表 に よ る と 、 1 4 年 か ら 1 5 年 に か け

て 、 大 阪 府 の 出 荷 量 、 出 荷 額 と も に 大 幅 に 減 少 し て い

る 。 業 者 へ の ヒ ア リ ン グ か ら す る と 、 こ の 減 少 は 、 大



手 業 者 が 製 造 を 大 阪 府 内 か ら 淡 路 島 の 工 場 に 集 約 し た

こ と に よ る も の が 大 半 を 占 め て い る と み ら れ る 。  

原 料 価 格 は 高 値 で 推 移  

香 料 と し て 多 く の 線 香 に 使 わ れ て き た 沈 香 や 白 檀 の

仕 入 価 格 は 上 昇 し て お り 、 と り わ け 白 檀 の 値 上 が り か

ら 、今 夏 、製 造 業 者 は 、多 く の 製 品 価 格 を 引 き 上 げ た 。  

香 料 は 、 製 造 原 価 の 2 0％ 程 度 を 占 め る 。 沈 香 、 白 檀

と も 、 国 内 で 採 取 で き な い た め 輸 入 に 頼 っ て お り 、 高

価 で 、 線 香 １ 本 当 た り に 占 め る 量 は 少 な い が 、 材 料 価

格 に 占 め る 割 合 は 高 い 。  

沈 香 は 、人 工 的 な 栽 培 が 困 難 で 、希 少 性 が 高 く 、2 0 0 4

年 の ワ シ ン ト ン 条 約 締 結 国 会 議 で 、 全 種 が 付 属 書 Ⅱ に

掲 載 さ れ 、 保 護 の 対 象 と な っ て い る 。 こ の た め 原 産 国

の 輸 出 許 可 書 な し に 輸 入 は で き な い 。現 在 の と こ ろ は 、

規 制 前 に 輸 入 し た も の が あ り 、 必 要 量 は 確 保 で き て い

る が 、 今 後 も 、 価 格 が 上 昇 し て い く こ と は 避 け ら れ な

い 。 ま た 、 質 の 高 い 沈 香 を 確 保 で き る か ど う か を 懸 念

し て い る 業 者 も あ る 。  

白 檀 は 、 主 に イ ン ド ネ シ ア と イ ン ド か ら 輸 入 し て い

る 。 質 に よ っ て 値 上 が り 幅 は 異 な る が 、 こ の 5 年 程 の

間 に 、3 倍 程 度 の 値 上 が り が あ っ た と 話 す 業 者 も あ る 。

線 香 業 者 へ の ヒ ア リ ン グ で は 、 産 地 で あ る チ モ ー ル の

紛 争 に よ る 供 給 減 や 、 イ ス ラ ム 教 国 で の 需 要 が 高 ま っ

た こ と を 値 上 が り の 原 因 と す る 話 も 聞 か れ た が 、 定 か

で は な い 。 長 期 的 に は 、 世 界 的 に 需 要 が 高 ま っ て い る

こ と や 、 植 林 を し て い る と は い え 、 採 取 量 に 限 り が あ

る こ と 、 イ ン ド ネ シ ア の 減 産 で イ ン ド が 最 大 輸 出 国 と

な り 輸 出 量 を 統 制 で き る こ と か ら 、 原 料 価 格 は 下 が ら

ず 、 高 値 で 推 移 す る と 、 業 界 で は み て い る 。  

普 及 品 製 造 業 者 の 収 益 は 悪 化  



線 香 は 、 ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト や ホ ー ム セ ン タ ー な ど

で 価 格 帯 の 低 い 普 及 品 と し て 販 売 さ れ る も の と 、 百 貨

店 や 仏 具 店 な ど の 専 門 店 で 販 売 さ れ る 高 い 価 格 帯 の 中

高 級 品 と に 大 別 で き る 。  

普 及 品 は 、 業 者 間 の 価 格 競 争 が 激 し い う え 、 特 売 品

に さ れ る 場 合 も あ る 。 加 え て 、 ロ ウ ソ ク の 大 手 製 造 業

者 が 、 マ レ ー シ ア で 製 造 し た 線 香 を 日 本 で 販 売 し て お

り 、 価 格 競 争 が さ ら に 激 し く な っ て い る 。 原 料 が 高 騰

し て い る こ と も あ り 、 普 及 品 を 製 造 す る 業 者 は 、 価 格

を 引 き 上 げ た い と こ ろ で あ る が 、 競 争 が 激 し い う え 、

流 通 業 者 か ら の 価 格 引 下 げ 圧 力 も 強 い た め 、 利 幅 の 縮

小 で 対 応 せ ざ る を 得 な い 状 況 に あ る 。 こ の た め 普 及 品

の 製 造 を 主 と す る 業 者 の 収 益 は 悪 化 し て い る 。  

一 方 、 中 高 級 品 は 、 商 品 銘 柄 を 指 名 し て 購 入 す る 固

定 客 が 多 く 、 値 崩 れ が 起 き に く く 、 販 売 量 も 安 定 し て

い る 。 こ の た め 、 中 高 級 品 の 製 造 を 主 と す る 業 者 の 収

益 は 、 普 及 品 の 製 造 を 主 と す る 業 者 よ り 良 い 。  

し か し 普 及 品 、 中 高 級 品 と も 仏 事 離 れ な ど か ら 、 需

要 が 減 少 傾 向 に あ る 。 こ の た め 各 業 者 と も 、 新 規 顧 客

の 開 拓 を 図 っ て い る 。  

製 品 価 格 の 動 き  

か つ て 、2 年 頃 に 各 業 者 が 製 品 価 格 を 引 き 上 げ た が 、

そ の 後 は 、 円 高 に よ っ て 原 料 を 安 く 輸 入 す る こ と が で

き た た め 、 し ば ら く 製 品 の 値 動 き は な か っ た 。  

し か し 、 原 料 価 格 の 高 騰 で 、 中 高 級 品 は 、 1 7 年 の 夏

に 価 格 を 引 き 上 げ る 動 き が み ら れ た 。一 方 、普 及 品 は 、

市 場 で の 価 格 引 下 げ 圧 力 が 強 い た め 、 原 料 価 格 の 上 昇

を 製 品 価 格 に 転 嫁 で き な い で い る 。  

輸 出 入 の 動 き  

輸 出 入 は 、 公 表 し て い る 統 計 が な く 、 実 態 を 把 握 す



る こ と は で き な い が 、 業 者 に 対 す る ヒ ア リ ン グ に よ る

と 、 輸 出 は 、 香 り の 嗜 好 が 日 本 人 と 異 な る た め 、 そ の

量 は 極 め て 少 な い と み ら れ る 。  

輸 入 も 同 様 で 、 日 本 人 が 好 む 香 り と は 異 な る た め 、

以 前 は ほ と ん ど な か っ た 。 し か し 、 最 近 に な っ て 、 中

国 の 製 造 業 者 が 、 国 内 業 者 に 対 し 、 下 請 け 製 造 を 働 き

か け た こ と も あ り 、 低 価 格 品 を 中 国 で 製 造 し 、 輸 入 す

る 国 内 業 者 が み ら れ る よ う に な っ た 。 加 え て 、 大 手 ロ

ウ ソ ク 製 造 業 者 が 、 線 香 を 輸 入 、 販 売 し た り 、 百 円 シ

ョ ッ プ で 中 国 製 線 香 を 販 売 し た り し て い る こ と か ら 、

低 価 格 帯 の 製 品 の 輸 入 量 が 増 加 し て い る と み ら れ る 。

し か し 、 輸 入 品 は 香 り を 一 定 に 保 て な い な ど の 品 質 上

の 問 題 が あ り 、 中 高 級 品 市 場 を 脅 か す こ と は な い と 、

業 界 で は み て い る 。  

今 後 の 動 き  

各 業 者 と も 、活 発 に 新 製 品 の 開 発 に 取 り 組 ん で い る 。

煙 の 少 な い 微 煙 香 は 、 マ ン シ ョ ン な ど 気 密 性 の 高 い 住

居 に 合 っ た 線 香 と し て 、 各 業 者 が 発 売 し 、 順 調 に 売 上

げ を 伸 ば し て い る 。1 年 間 に 1 0 品 目 以 上 の 新 製 品 を 出

し て い る 業 者 や 、 特 許 を 申 請 、 取 得 す る 業 者 も あ る 。  

も と も と 線 香 は 、 商 品 銘 柄 を 指 定 し て 購 入 す る 顧 客

が 多 く 、 何 十 年 も 販 売 し て い る 息 の 長 い 商 品 が 多 い 。

そ の た め 業 者 は 、 新 製 品 を 販 売 し て も 、 銘 柄 を 指 定 し

て 購 入 す る 顧 客 の た め に 、 従 来 製 品 の 販 売 を 休 止 す る

こ と は 難 し い 。 し た が っ て 新 製 品 を 販 売 す れ ば 、 品 目

数 が 増 加 し 、 製 品 在 庫 を 多 く 抱 え る こ と に な る 。 そ う

し た 経 営 上 の 問 題 を 抱 え て も 、新 製 品 を 開 発 す る の は 、

利 幅 や 市 場 シ ェ ア を 高 め る た め で も あ る が 、 そ れ に 加

え 若 年 や 中 年 層 の 顧 客 拡 大 を 図 る た め で も あ る 。  

珈 琲 や 紅 茶 、 ハ ー ブ の 香 り が す る 線 香 や 、 リ ビ ン グ



ル ー ム に 置 い て も 違 和 感 の な い デ ザ イ ン を 施 し た パ ッ

ケ ー ジ な ど の 新 製 品 が 各 業 者 か ら 販 売 さ れ て い る 。 若

年 や 中 年 層 の 仏 事 離 れ に よ り 、 今 後 、 線 香 の 需 要 は 減

少 し て い く と の 危 機 感 か ら 、 こ う し た 新 製 品 の 開 発 を

行 っ て い る 。  

長 期 的 に は 人 口 減 少 で 、 国 内 の 需 要 拡 大 に 限 界 が あ

り 、 海 外 の 需 要 開 拓 も 必 要 と す る 業 者 も あ っ た 。  

顧 客 を 開 拓 し 、 市 場 の 拡 大 を 図 る こ と は 、 4 0 0 年 以

上 に わ た る 線 香 の 伝 統 を 次 世 代 に 引 き 継 い で い く う え

で も 重 要 と な ろ う 。  

（ 廣 岡  昭 彦 ）  

 

大 阪 府 内 線 香 製 造 業 の 推 移 （ 従 業 者 4 人 以 上 ）  

出 荷 数 量 （ k g）  出 荷 金 額（ 百 万 円 ） 事 業 所 数   

 前 年 比

( % )  

 前 年 比

( % )  

 前 年 比

( % )  

平 成 1 1 年  1 , 3 6 5 , 2 8 6   － 6 , 5 6 0 － 1 9  －

1 2 年  1 , 3 2 5 , 7 2 2  - 2 . 9 6 , 3 9 9 - 2 . 4 2 1  1 0 . 5

1 3 年  1 , 1 9 9 , 7 3 0  - 9 . 5 5 , 8 6 6 - 8 . 3 2 1  0

1 4 年  9 6 3 , 9 2 2  - 1 9 . 7 5 , 4 9 1 - 6 . 4 1 8  - 1 4 . 3

1 5 年  4 1 7 , 4 7 1  - 5 6 . 7 2 , 9 9 2 - 4 5 . 5 1 6  - 1 1 . 1

資 料 ： 経 済 産 業 省 『 工 業 統 計 表 （ 品 目 編 ）』。  

 


